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ネットワークにつないで
音楽を聞く

映像を見る

準備する

音楽／音声を聞く

音量や音質を調整する

テレビと連携して使う

設定を変更する

困ったときは

その他

電気製品は、安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故になるこ
とがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示していま
す。この取扱説明書とスタートガイド（別紙）をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いく
ださい。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。



安全のために
（→ 61ページ～ 66ページもあわせてお読みください。）

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい
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ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使
いかたをすると、火災や感電などにより人身事
故になることがあり危険です。事故を防ぐため
に次のことを必ずお守りください。



61～ 66ページの注意事項をよくお読みくださ
い。製品全般の注意事項が記載されています。
67ページの「使用上のご注意」もあわせてお
読みください。

設置時や 1年に 1度は、電源コードに傷みがな
いか、コンセントと電源プラグの間にほこりが
たまっていないか、プラグがしっかり差し込ま
れているか、などを点検してください。

動作がおかしくなったり、キャビネットや電源
コードなどが破損しているのに気づいたら、す
ぐにソニーの相談窓口またはお買い上げ店に修
理をご依頼ください。

安全のための注意事項を守る

定期的に点検する

故障したら使わない

万一、異常が起きたら

変な音・
においが
したら、
煙が出たら



電源を切る
電源プラグをコン
セントから抜く

お買い上げ店また
はソニーサービス
窓口に修理を依頼
する
警告表示の意味
本取扱説明書および製品では、次の
ような表示をしています。表示の内
容をよく理解してから本文をお読み
ください。

この表示の注意事項を守らないと、
火災・感電・破裂などにより死亡や大
けがなどの人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らないと、
火災・感電などにより死亡や大けが
など人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、
感電やその他の事故によりけがをし
たり周辺の家財に損害を与えたりす
ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号
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重要ー本製品の使用を開始
される前に必ず、ソフト
ウェア使用許諾契約書をお
読みください。
お客様による本製品の使用
開始をもって、お客様がソ
フトウェア使用許諾契約書
の内容にご同意いただけた
ものとさせていただきま
す。お客様と弊社との間の
ソフトウェア使用許諾契約
書は、弊社ウェブサイト
（https://rd1.sony.net/
help/vs/el22/h_zz/）でご
覧いただけます。
4

https://rd1.sony.net/help/vs/el22/h_zz/


5

本機のマニュアル
について
本機のマニュアルで説明している内容
は次のとおりです。

スタートガイド

本機を使い始めるまでに必要な設置、
接続と、音楽を再生するまでの操作を
説明しています。

取扱説明書（本書）

本機の基本的な使いかたを説明してい
ます。
－テレビとの接続のしかた
－HDMIケーブルやBLUETOOTH機能
でつないだ機器の音楽／音声の再生
のしかた
－音質調節のしかた
など

ヘルプガイド（Web取扱説明書）

https://
rd1.sony.net/help/
ht/a3000/ja/

本機の応用的な使いかたも含めて、す
べての使いかたを説明しています。
－ネットワーク機能を使った音楽／音
声の再生のしかた
－メニューの詳細の説明
など

ちょっと一言
 本書では主にリモコンによる操作を説明し
ています。リモコンのボタン名とバース
ピーカーのボタン名が同じ名称の場合は、
バースピーカーのボタンで同じ操作ができ
ます。

［--］カッコの中に書かれている文字はテ
レビ画面もしくは表示窓に表示されます。

 本書のイラストは細かい部分を省いて描い
ていることがあります。

箱の中身を確かめ
る
スタートガイド（別紙）をご覧くださ
い。

https://rd1.sony.net/help/ht/a3000/ja/


本機でできること

「USB機器の音楽を聞く」
（27ページ）

「テレビを見る」（21ページ）
「BLUETOOTH®機能でソニー
製テレビの音声を聞く」（22
ページ）

ブルーレイディスク™レコーダー、ケーブルテレビ
（CATV）ボックス、またはゲーム機など

本機はDolby Atmos、DTS:Xなどのオブジェクトオーディオフォーマットに対応
しています。

テレビ

USB機器

ヘッドホン

「テレビやつないだ機器の
音声をヘッドホンで聞く」
（28ページ）

モバイル機器

「BLUETOOTH機能で音楽／音声を聞
く」（25ページ）
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ネットワークへの接続方法やネットワークに接続して使える機能につい
て詳しい内容は、ヘルプガイド（Web取扱説明書）をご覧ください。

https://rd1.sony.net/help/ht/a3000/ja/

「ネットワークにつないでできること」（31ページ）

インターネット無線LANルーター

リアスピーカー サブウーファー 

別売のリアスピーカー／サブウーファーの操作については、別売のリア
スピーカー／サブウーファーに付属の取扱説明書をご覧ください。
本機に対応している別売のスピーカーは、ソニーのホームページでご確
認ください。

ネットワーク

別売スピーカー
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各部の名称とはたらき

正面

 （電源）ボタン
本機の電源を入れます。本機の電源
が入っているときに押すと、本機が
スタンバイ状態になります。

 （入力切換）ボタン
本機で再生する入力を選びます。

 （BLUETOOTH）ボタン（22
ページ）

 （ミュージックサービス）ボタ
ン
本機でSpotifyの音楽を一度再生した
ことがあると、その続きを再生する
ことができます。

 ＋／－（音量）ボタン

 BLUETOOTHランプ
– 青色で速く点滅：BLUETOOTH機器
登録（ペアリング）待ち状態です。

– 青色で点滅：BLUETOOTH接続待
ち状態です。  

– 青色で点灯：BLUETOOTH機器と
BLUETOOTH接続されています。

 表示窓

 リモコン受光部
リモコンをバースピーカーの受光
部に向けて操作してください。

バースピーカー
8



背面

 IRリピーター
バースピーカーが受けたテレビのリモ
コン信号をテレビに転送します。

 AC入力端子
 S-センター出力端子（16ページ）
 HDMI出力（TV eARC/ARC）端
子
HDMI入力端子のあるテレビをHDMI
ケーブルでつなぎます。本機は
eARCおよびARCに対応しています。
ARCとはHDMIケーブルを通して、
テレビの音声をテレビのHDMI端子
から本機などのAV機器に送る機能で
す。eARCはこのARCを拡張したも
ので、ARCでは伝送できなかったオ
ブジェクトオーディオやマルチチャ
ンネルLPCMの伝送が可能になりま
す。

 （USB）端子（AV周辺機器用）
（27ページ）

 TV入力（OPT）（テレビ入力（光
デジタル））端子
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 （電源）ボタン
本機の電源を入れます。本機の電源
が入っているときに押すと、本機が
スタンバイ状態になります。

TVボタン（21ページ）
MUSIC SERVICE（ミュージッ

クサービス）ボタン
本機でSpotifyの音楽を一度再生した
ことがあると、その続きを再生する
ことができます。
（BLUETOOTH）ボタン（25
ページ）

ボイスボタン（35ページ）
ナイトモードボタン（35ページ）
USBボタン（27ページ）

 再生操作ボタン

／（前へ／次へ）ボタン
前または次のトラック／ファイルを
選びます。
再生中に押したままにすると早戻し／
早送りできます。
（再生／一時停止）ボタン*
再生を開始します。再生中に押すと
一時停止し、一時停止中に押すと再
生を再開します。

 サウンドフィールドボタン（34
ページ）

 画面表示ボタン
表示窓に再生情報を表示します。
本体表示ボタン（41ページ）

リモコン
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 ///（上／下／左／右）ボタ
ン（12ページ）
決定ボタン（12ページ）
戻るボタン（12ページ）
オプションボタン（37ページ）
表示窓にオプションメニューを表示
します。
ホームボタン（12ページ）

 リア音量＋／－ボタン
リアスピーカー（別売）をつないで
いるときに、リアスピーカーの音量
を調節します。
音量＋*／－ボタン
音量を調節します。
サブウーファー＋／－ボタン
内蔵サブウーファー（または別売の
サブウーファー）の音量を調節しま
す。
消音ボタン
音を一時的に消します。

 TV/オーディオシステムボタン
つないでいるテレビの音声の出力先
を本機、またはテレビで切り換えま
す。

ご注意
このボタンは次の条件のときに働きま
す。
－本機をつないでいるテレビがシステ
ムオーディオコントロール機能に対応
している。
－本機のHDMI機器制御機能をオンして
いる（39ページ）。

 音声切換ボタン*（36ページ）

* 音声切換ボタン、（再生／一時停
止）ボタン、音量＋ボタンには、凸点
（突起）が付いています。操作の目印と
してお使いください。

電池交換について
リモコンを操作しても本機が反応しな
いときは、電池を2つとも新しいもの
に取り換えてください。
単4形マンガン乾電池をお使いくださ
い。
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ホームメニューの
使いかた
本機とテレビをHDMIケーブルでつな
いで、本機のホームメニューをテレビ
画面に表示することができます。

1 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 //（上／左／右）ボタ
ンを押してカテゴリーを選
び、（下）ボタンまたは
決定ボタンを押す。
カテゴリーの下に、選んだカテゴ
リーの項目が表示されます。

3 ///（上／下／左／右）
ボタンを押してカテゴリー
の項目を選び、決定ボタン
を押す。
選んだ入力または設定画面に表示
が切り換わります。
前の画面に戻るには、戻るボタン
を押します。

カテゴリー 説明

［映像をみる＆
音楽をきく］

テレビや本機につ
ないだオーディオ
機器やミュージッ
クサービスの入力
を選びます。

ホームボタン

///（上／
下／左／右）、
決定ボタン

戻るボタン

［設定する］
［かんたん設定］で
基本的な初期設定
をしたり、本機の
いろいろな詳細設
定をすることがで
きます。

カテゴリー 説明
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準
備
す
る

本機を設置する

スタートガイド（別紙）をご覧ください。

ご注意
 壁の材質や強度に合わせた市販のネジをご
用意ください。壁の材質によっては破損す
るおそれがあります。

 ネジは柱部分にしっかりと固定してくださ
い。

 バースピーカーは補強された壁に水平に取
り付けてください。

 販売店や工事店に依頼して、安全性に充分
考慮して確実な取り付けを行ってくださ
い。

 取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使
用、天災などによる事故、損傷につきまして
は、ソニーは一切責任を負いません。

 安全のために、取り付けは必ず2人以上で
行ってください。

1 バースピーカー背面の穴に
合う市販のネジを2本用意
する。

2 テレビの幅の中心に、壁掛
けテンプレート（付属）に
印字されている「 TVセ
ンターライン」の縦線を合
わせる。

準備する

バースピーカーを設置する

バースピーカーを壁に取り付
ける

バースピーカー

バースピーカー
背面の穴

4 mm

30 mm以上

5 mm

10 mm

テレビの中心

壁掛けテンプレート

次のページへつづく
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3 壁掛けテンプレートに印字さ
れている「 TV下端ライ
ン」をテレビの下端に合わせ、
壁掛けテンプレートを市販の
セロハンテープなどで貼る。

4 壁掛けテンプレートに印字さ
れている「 ネジ取付け
ライン」の印の位置に、手順
1で用意したネジを留める。

5 壁掛けテンプレートを取り
はずす。

6 バースピーカー背面の穴を
ネジにかける。
バースピーカー背面の穴とネジの
位置を合わせてから、2か所同時
に取り付けてください。

ご注意
壁掛けテンプレートはしっかり伸ばして
貼ってください。

テレビとバースピーカーの距離を70 mm
以上離して設置してください。

別売のスピーカーの取扱説明書をご覧
ください。

セロハンテープ
など

壁掛けテンプ
レート

ネジ

270 mm 270 mm

10 mmから
11 mm

印

別売のスピーカーを設置する
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準
備
す
る

テレビとつなぐ

1 テレビのARC/eARC対応
HDMI入力端子と本機の
HDMI出力（TV eARC/
ARC）端子をHDMIケーブ
ル（付属）でつなぐ。

ご注意
 コネクターは奥までしっかり差してくださ
い。

 テレビのHDMI機器制御機能を有効に設定
してください。テレビのHDMI機器制御機
能を有効にしないと、本機からテレビの音
声が出力されません。

1 テレビのHDMI入力端子と
本機のHDMI出力（TV 
eARC/ARC）端子をHDMI
ケーブル（付属）でつな
ぐ。

ARC/eARC対応のテレビと
つなぐ

テレビ

HDMIケーブル
（付属）

ARC/eARC非対応のテレビ
とつなぐ

テレビ

HDMIケーブル
（付属）

次のページへつづく
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2 テレビの光デジタル音声出
力端子と本機のTV入力
（OPT）端子を光デジタル
音声ケーブル（別売）でつ
なぐ。

ご注意
 コネクターは奥までしっかり差してくださ
い。

 光デジタル音声ケーブルのプラグと、テレ
ビと本機の端子の形状を確認し、プラグを
正しい向きで差し込んでください。間違っ
た向きで無理に差し込むと、端子やプラグ
が破損することがあります。

テレビにS-センター
スピーカー入力端子
がある場合は
次の方法でテレビとつなぐと、本機の
センター成分の音声をテレビから出力
できます。

1 本機とテレビをHDMIケー
ブル（付属）でつなぐ（15
ページ）。

2 テレビのS-センタースピー
カー入力端子と、本機のS-セ
ンター出力端子をテレビセン
タースピーカーモードケーブ
ル（付属）でつなぐ。

テレビ

光デジタル音声
ケーブル（別売）
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準
備
す
る

ご注意
コネクターは奥までしっかり差してくださ
い。

ちょっと一言
テレビセンタースピーカーモードケーブル
の長さが足りないときは、市販の3極ステレ
オミニプラグオーディオケーブルをお使い
ください。

電源につなぐ
1 バースピーカーのAC入力端
子に電源コード（付属）を
つなぎ、コンセントに差し
込む。

テレビ

テレビセンター
スピーカーモード
ケーブル（付属）

電源コード（付属）
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初期設定をする

1 本機のリモコンのホームボ
タンを押して本機の電源を
入れる。
リモコンはバースピーカー正面に
向けて操作してください。

2 表示窓の［PLEASE WAIT］
が消え、次の表示に変わる
まで待つ。

3 テレビの電源を入れる。

4 画面の指示に従って初期設
定をする。
初期設定画面が表示されない場合
は、テレビのリモコンでテレビの
入力を本機をつないだHDMI入力
に切り換え、本機のリモコンの
ホームボタンを押してください。

• ///（上／下／左／右）、決
定ボタンを押して画面表示され
ている項目を選びます。

• 別売のサブウーファー／リアス
ピーカーをお使いの場合は、［ワ
イヤレススピーカー接続確認］
画面の指示に従って本機につな
ぎます。

•［設定が完了しました。］が表示
されたら、［機能紹介に進む］を
選びます。

ご注意
テレビと本機の電源を入れる順番によって
は本機が消音状態になり、本機の表示窓に
［MUTING］と表示される場合があります。
その場合は、すべての機器の電源を切り、
テレビの電源を入れたあとに本機の電源を
入れてください。

ホームボタン

///（上／
下／左／右）、
決定ボタン

PLEASE WAIT

初期設定画面
18



準
備
す
る

別売スピーカーと
つなぐ

別売スピーカーに電源が入ると、自動
的に本機との接続が確立されます。
詳しくは、別売スピーカーの取扱説明
書をご覧ください。
別売スピーカーとの接続が自動で確立
されないときは、次の手順で手動接続
を行ってください。

1 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 ホームメニューで ［設定
する］ →［詳細設定］を選
ぶ。

3［スピーカー設定］ →［ワイ
ヤレススピーカー設定］→
［手動リンク開始］を選ぶ。
［手動リンク開始］画面がテレビ画
面に表示されます。

4 別売スピーカーの LINKボ
タンを押す。
LINKボタンが押された別売スピー
カーの電源ランプが緑色に2回ず
つ点滅します。 

5［開始］を選ぶ。
手動接続の設定を開始します。
接続状況がテレビ画面に表示され
ます。
手動接続を止めるには、［中止］を
選びます。 

6 本機につなぎたい別売ス
ピーカーに［接続済み］が
表示されたら、［完了］を
選ぶ。

7 決定ボタンを押す。
手動接続が完了し、別売スピー
カーの電源ランプが緑色に点灯し
ます。

ご注意
［手動リンク開始］を行うと、 ［設定す
る］ →［詳細設定］→［スピーカー設定］ 
→［ワイヤレススピーカー設定］→［リン
クモード］は自動的に［手動］に設定され
ます。

 手順6で［接続済み］と表示された別売ス
ピーカーが本機と接続されています。別売
スピーカーの接続ができなかった場合は、
手順1からやり直してください。

別売スピーカーと手動でつな
ぐ
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無線LANなど複数のワイヤレス機器を
お使いの場合、本機のワイヤレス通信
が不安定になることがあります。この
場合、以下の設定を変更することで改
善することがあります。

1 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 ホームメニューで ［設定
する］ →［詳細設定］を選
ぶ。

3［スピーカー設定］ →［ワイ
ヤレススピーカー設定］→
［ワイヤレス周波数設定］
を選ぶ。

4 設定を選ぶ。
•［入］：通常はこの設定にします。
自動的にワイヤレス通信に最適
な周波数を選びます。ワイヤレ
ス混線に強いモードです。

•［切］：ワイヤレス混線を避ける
ために、周波数帯を固定します。
［入］を選んで音切れする場合
は、［切］を選ぶと改善すること
があります

ご注意
［ワイヤレス周波数設定］を［切］から
［入］に切り換えた場合、再接続に1分ほど
かかることがあります。

ワイヤレス通信が不安定なと
き

20
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映
像
を
見
る

テレビを見る
1 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 ホームメニューで ［映像
をみる＆音楽をきく］ →
［TV］を選ぶ。

3 テレビのリモコンでテレビ
番組を選ぶ。
テレビ画面に選んだ番組が表示さ
れ、テレビの音声が本機から出力
されます。

4 音量を調節する（33ペー
ジ）。

ご注意
バースピーカーによってテレビのリモコン
受光部が隠れてしまい、テレビのリモコン
による操作ができないときは、本機のIRリ
ピーター機能を有効にしてください。詳し
くはヘルプガイドをご覧ください。

ちょっと一言
リモコンのTVボタンを押して、テレビ入力
を選ぶこともできます。

映像を見る



BLUETOOTH®
機能でソニー製テ
レビの音声を聞く

ソニー製のBLUETOOTH機能搭載テレ
ビ*をお使いの場合、テレビと本機を
BLUETOOTH機能でつないで、テレビ
やテレビにつないだ機器の音声をワイ
ヤレスで聞くことができます。
* A2DP（Advanced Audio Distribution 

Profile）に対応している必要があります。

ご注意
テレビと本機をBLUETOOTH機能でつなぐ
と、ホームメニューなどの操作画面をテレ
ビ画面に表示することができないため、テ
レビやテレビにつないだ機器の音声を聞く
以外の機能はお使いになれません。
本機のすべての機能をお使いになりたい場
合は、本機とテレビをHDMIケーブル（付
属）でつないでください（15ページ）。

BLUETOOTH機能を使ってテレビと本
機を機器登録（ペアリング）する必要
があります。
ペアリングとは、BLUETOOTH機器同
士を互いにあらかじめ登録することで
す。

1 テレビの電源を入れる。
2 （電源）ボタンを押して
本機の電源を入れる。

3 バースピーカーの
（BLUETOOTH）ボタン
とリモコンのTVボタンを同
時に5秒間長押しする。
本機がペアリングモードになりま
す。
表示窓に［TV-BT ON］、
［PAIRING］が順に表示されます。

音楽／音声を聞く

テレビとBLUETOOTH機能
でつなぐとできること

ブルーレイディスク
レコーダー、ケーブ
ルテレビ（CATV）
ボックス、または
ゲーム機など

ソニー製のテレビ

本機とテレビをワイヤレスで
つないで音声を聞く

TVボタン

（電源）ボタン

（BLUETOOTH ）
ボタン
22
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4 バースピーカーの
BLUETOOTHランプが青色
に速く点滅し、表示窓に
［PAIRING］が表示されて
いることを確認する。

5 テレビでペアリング操作を
して、本機を検索する。
検出したBLUETOOTH機器の一覧
がテレビ画面に表示されます。
テレビにBLUETOOTH機器をペア
リングする操作方法は、テレビの
取扱説明書をご覧ください。

6 テレビの画面に表示された
機器の一覧から「HT-
A3000」を選び、互いの機
器を登録する。

7 バースピーカーの
BLUETOOTHランプが青色
に点灯し、表示窓に
［TV-BT］が表示されている
ことを確認する。
本機とテレビとの接続が完了しま
した。

8 テレビのリモコンでお好み
の番組、またはテレビにつ
ないだ機器の入力を選ぶ。
テレビに表示されている画面の音
声が本機から出力されます。

9 テレビのリモコンで本機の
音量を調節する。
テレビのリモコンの消音ボタンを
押すと、本機の音を一時的に消す
ことができます。

ご注意
 本機からテレビの音声が出ないときは、

TVボタンを押してバースピーカーの表示
窓とランプの状態を確認してください。
－表示窓に［TV-BT］が表示されていると
き：本機とテレビの接続が完了し、テ
レビの音声が本機から出力されます。

－ BLUETOOTHランプが速く点滅し、表
示窓に［PAIRING］が表示されている
とき：テレビ側でペアリングを行って
ください。

－表示窓に［TV］が表示されていると
き：ペアリングの手順を最初からやり
直してください。

 本機とテレビをHDMIケーブルでつなぐ
と、BLUETOOTH接続が解除されます。
本機とテレビをBLUETOOTH機能でつな
ぎなおすには、HDMIケーブルを抜いてか
らペアリングの手順を最初からやり直して
ください。

PAIRING
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1 テレビのリモコンでテレビ
の電源を入れる。
テレビの電源に連動して本機の電
源が入り、本機からテレビの音声
が出力されます。

2 テレビのリモコンでお好み
の番組、またはテレビにつ
ないだ機器の入力を選ぶ。
テレビに表示されている画面の音
声が本機から出力されます。

3 テレビのリモコンで本機の
音量を調節する。
テレビのリモコンの消音ボタンを
押すと、本機の音を一時的に消す
ことができます。

ちょっと一言
テレビの電源を切ると、連動して本機の電
源も切れます。

本機のリモコンで操作できること
以下のボタンを使うことができます。

ご注意
本機のリモコンでテレビ以外の入力を選ぶ
と、テレビの音声が本機から出なくなりま
す。テレビの音声を本機で聞くには、リモ
コンのTVボタンを押してテレビ入力を選
んでください。

テレビと本機をBLUETOOTH機能でつな
いでいるときは、以下のリモコンのボタン
が効きません。
///（上／下／左／右）ボタン、決定
ボタン、戻るボタン、ホームボタン、画面
表示ボタン、オプションボタン、
（再生／一時停止）ボタン、／
（前へ／次へ）ボタン

ペアリングしたテレビの音声
を聞く

（電源）ボタン

音量＋／－ボタン

消音ボタン

ボイスボタン
ナイトモードボタン

サブウーファー
＋／－ボタン

リア音量
＋／－ボタン

サウンドフィールド
ボタン
24
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BLUETOOTH機
能で音楽／音声を
聞く

BLUETOOTH機能を使うには、あらか
じめ本機でモバイル機器をペアリング
する必要があります。

1 （BLUETOOTH）ボタン
を2秒間長押しする。

2 バースピーカーの
BLUETOOTHランプが青色
に速く点滅し、表示窓に
［PAIRING］が表示されて
いることを確認する。
本機がペアリングモードになりま
す。

3 モバイル機器でペアリング
操作をして、本機を検索す
る。
検出されたBLUETOOTH機器の一
覧がモバイル機器の画面に表示さ
れます。
モバイル機器にBLUETOOTH機器
をペアリングする操作方法は、モ
バイル機器の取扱説明書をご覧く
ださい。

4 モバイル機器の画面に表示
された機器の一覧から
「HT-A3000」を選び、互
いの機器を登録する。
パスコードを要求された場合は、
「0000」を入力します。

モバイル機器を機器登録（ペ
アリング）して音楽を聞く

サブウーファー
＋／－ボタン

音量＋／－ボタン

（BLUETOOTH ）
ボタン
（再生／一時
停止）、／
（前へ／次
へ）ボタン

リア音量＋／－
ボタン

PAIRING

次のページへつづく
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5 バースピーカーの
BLUETOOTHランプが青色
に点灯し、表示窓に［BT］
が表示されていることを確
認する。
本機とモバイル機器との接続が完
了しました。

6 モバイル機器の音楽再生ア
プリでコンテンツを再生す
る。
本機から音声が出力されます。

7 音量を調節する（33ペー
ジ）。
リモコンの再生操作ボタンを使っ
てコンテンツの再生や一時停止が
できます。

BLUETOOTH機能の接続状態を確
認する

ちょっと一言
 まだ1台もペアリングをしていない場合
（本機ご購入直後など）は、BLUETOOTH
入力に切り換えるだけでペアリングモード
になります。

 2台目以降もモバイル機器ごとにペアリン
グを行ってください。

1 モバイル機器の
BLUETOOTH機能をオンに
する。

2 （BLUETOOTH）ボタン
を押す。
最後につないだBLUETOOTH機器
が自動的につながります。

3 バースピーカーの
BLUETOOTHランプが青色
に点灯し、表示窓に［BT］
が表示されていることを確
認する。
本機とモバイル機器との接続が完
了しました。

接続の状態 BLUETOOTH
ランプの状態

ペアリング待ち
状態 青色に速く点滅

接続待ち状態 青色に点滅

接続完了 青色に点灯

ペアリング済みのモバイル機
器の音楽を聞く

サブウーファー
＋／－ボタン

音量＋／－ボタン

（BLUETOOTH ）
ボタン
（再生／一時
停止）、／
（前へ／次
へ）ボタン

リア音量＋／－
ボタン
26
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4 モバイル機器の音楽再生ア
プリでコンテンツを再生す
る。
本機から音声が出力されます。

5 音量を調節する（33ペー
ジ）。
リモコンの再生操作ボタンを使っ
てコンテンツの再生や一時停止が
できます。

ご注意
音の遅延が気になる場合は、 ［設定する］ 
→［詳細設定］→［Bluetooth設定］→
［Bluetooth接続品質］を［接続優先］に変
更すると改善する場合があります。

ちょっと一言
接続が完了しなかった場合、モバイル機器
側で、「HT-A3000」を選んでください。

モバイル機器の接続を解除する
次のいずれかを行ってください。
 モバイル機器のBLUETOOTH機能を
オフにする。

 テレビ画面に［Bluetooth Audio］
画面が表示されているときに、
（BLUETOOTH）ボタンを押す。

 ［設定する］ →［詳細設定］→
［Bluetooth設定］→［Bluetooth
モード］を［送信］または［切］に
設定する。

 本機またはモバイル機器の電源を切
る。

USB機器の音楽
を聞く
USB機器の音楽ファイルを再生できま
す。
再生可能なファイルについては「再生
できる音声ファイルの種類」（57ペー
ジ）をご覧ください。

1 （USB）端子にUSB機器を
差し込む。

2 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

3 ホームメニューで ［映像
をみる＆音楽をきく］ →
［USB（接続済み）］を選
ぶ。

4 曲が保存されているフォル
ダーを選び、 曲を選ぶ。
音楽が再生され本機から音声が出
力されます。

次のページへつづく
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5 音量を調節する（33ペー
ジ）。

ご注意
操作中はUSB機器を取りはずさないでくだ
さい。USB機器を本機につないだり取りは
ずしたりするときは、データの損失やUSB
機器の故障を避けるため、必ず本機の電源
を切ってください。

ちょっと一言
リモコンのUSBボタンを押して、USB入力
を選ぶこともできます。

テレビやつないだ
機器の音声をヘッ
ドホンで聞く

1 BLUETOOTH対応ヘッドホ
ンをペアリングモードにす
る。
ペアリングについては、ヘッドホ
ンに付属の取扱説明書をご覧くだ
さい。

2 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

3 ホームメニューで ［設定
する］ →［詳細設定］を選
ぶ。

4［Bluetooth設定］→
［Bluetoothモード］→
［送信］を選ぶ。
本機がBLUETOOTH送信モードに
なります。

ヘッドホンと機器登録（ペア
リング）して聞く
28
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5［Bluetooth設定］→［機
器リスト］からヘッドホン
の機器名を選ぶ。
BLUETOOTH接続が完了すると、
［接続中］と表示されます。
［機器リスト］にヘッドホンの機器
名が見つからない場合は、［検索］
を選んでください。

6 ホームメニューに戻り、
［映像をみる＆音楽をき
く］を選び、入力を選ぶ。
テレビ画面が選んだ入力に切り換
わり、表示窓に［BT TX］と表示
され、ヘッドホンから音声が出力
されます。
本機から音は出なくなります。

7 音量を調節する。
最初にヘッドホンを適度な音量に
し、次にバースピーカーの＋／－
ボタンやリモコンの音量＋／－ボ
タンで、ヘッドホンの音量を調節
します。

ペアリング済みヘッドホンを機器リ
ストから削除する
1 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 ホームメニューで ［設定する］ 
→［詳細設定］を選ぶ。

3 ［Bluetooth設定］→［機器リス
ト］を選ぶ。

4 削除したいヘッドホンの機器名に
カーソルを合わせ、画面表示ボタ
ンを押す。

すべてのペアリング済みヘッドホ
ンを削除する場合は、音声切換ボ
タンを押す。

5 テレビ画面の指示に従ってヘッド
ホンを機器リストから削除する。

ご注意
ペアリング済みのヘッドホンを機器リスト
に表示させるには、 ［設定する］ →［詳細
設定］→［Bluetooth設定］→［Bluetooth
モード］を［送信］に設定してください。

1 ヘッドホンのBLUETOOTH
機能をオンにする。

2 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

3 ホームメニューで ［設定
する］ →［詳細設定］を選
ぶ。

4［Bluetooth設定］→
［Bluetoothモード］→
［送信］を選ぶ。
本機がBLUETOOTH送信モードに
なり、最後につないだヘッドホン
に自動的につながります。

5 ホームメニューに戻り、
［映像をみる＆音楽をき
く］を選び、入力を選ぶ。
テレビ画面が選んだ入力に切り換
わり、表示窓に［BT TX］と表示

ペアリング済みのヘッドホン
で聞く

次のページへつづく
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され、ヘッドホンから音声が出力
されます。
本機から音は出なくなります。

6 音量を調節する。
最初にヘッドホンを適度な音量に
し、次にバースピーカーの＋／－
ボタンやリモコンの音量＋／－ボ
タンで、ヘッドホンの音量を調節
します。

ペアリング済みヘッドホンの接続を
解除する
次のいずれかを行ってください。
－ヘッドホンのBLUETOOTH機能をオ
フにする。

－ ［設定する］ →［詳細設定］→
［Bluetooth設定］→［Bluetooth
モード］を［受信］または［切］に
設定する。

－本機またはヘッドホンの電源を切
る。

－ ［設定する］→［詳細設定］→
［Bluetooth設定］→［機器リスト］
で接続中のヘッドホンの機器名を選
ぶ。
機器名の［接続中］の文字が表示さ
れなくなります。

 BLUETOOTH対応ヘッドホンによっ
ては音量を調節できない場合があり
ます。

 ［設定する］ →［詳細設定］→
［Bluetooth設定］→［Bluetooth
モード］が［切］または［送信］に

なっているときはBLUETOOTH入力
が無効になります。

 BLUETOOTH機器は9台まで登録で
きます。9台分を登録したあと新た
な機器をペアリングすると、9台の
中で接続履歴の最も古い機器の登録
情報が、新たな機器の情報で上書き
されます。

 BLUETOOTH機器は［機器リスト］
（29ページ）に15台まで表示できま
す。

 BLUETOOTH対応ヘッドホンに音声
を送信している間は、サウンド効果
の設定の変更はできません。

 著作権保護コンテンツとして保護さ
れているコンテンツは出力されない
ことがあります。

 BLUETOOTH対応ヘッドホンが
SCMS-T非対応の場合は、音声を出
力できない場合があります。

 BLUETOOTH無線技術の特性によ
り、本機側の再生に比べて受信側で
の音楽／音声の再生が遅れます。

 送信される音声に、LDACコーデッ
クを使用するかどうかを
［Bluetooth設定］で変更することが
できます。

ヘッドホンの接続について
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ッ
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ワ
ー
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に
つ
な
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で
音
楽
を
聞
く

ネットワークにつないでできること
本機をネットワークに接続すると、スマートフォンやタブレット、iOSデバイスを操作
して本機から音楽をストリーミング再生したり、パソコンに保存している音楽を本機で
再生したりできます。
機能や操作方法について詳しくは、ヘルプガイドをご覧ください。

360 Reality Audio
360 Reality Audioに対応したストリー
ミングサービスのアプリから音楽を選
び、本機で再生することができます。

Spotify
Spotifyアプリから音楽を選び、本機
で再生することができます。
スマホ、タブレット、パソコンをリモ
コンにして、Spotifyで音楽を楽しめ
ます。詳しくはspotify.com/connect
をご覧ください。

ネットワークにつないで音楽を聞く

iOSデバイス／スマート
フォン／タブレット

 360 Reality Audio
 Spotify
 Chromecast built-in
 AirPlay
 Sony | Music Center

パソコン

 AirPlay
 ホームネットワーク

本機

次のページへつづく
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Chromecast built-in™
Chromecast対応アプリから音楽コン
テンツを選び、本機で再生することが
できます。

AirPlay
本機はAirPlayに対応しています。iOS
デバイスやパソコンを操作して本機で
音楽を再生することができます。

Sony | Music Center
スマートフォンやタブレットにインス
トールしたSony | Music Centerを
使って、本機をワイヤレスで操作でき
ます。

ホームネットワーク
ホームネットワークを利用して、ネッ
トワーク上のパソコンに保存した音楽
を再生することができます。

ご注意
本製品につなぐルーター等は電気通信事業
法に基づく技術基準に適合しているものを
つないでください。
32



音
量
や
音
質
を
調
整
す
る

音量を調節する

本機の音量を調節する
音量＋／－ボタンを押します。
音量レベルは表示窓に表示されます。

サブウーファーの音量を調節する
サブウーファー＋／－ボタンを押しま
す。
音量レベルは表示窓に表示されます。

ご注意
サブウーファーは低音を再生するためのス
ピーカーです。テレビ放送などの低音の少
ない入力では、サブウーファーの音が聞こ
えにくいことがあります。

ちょっと一言
別売のサブウーファーをつないでいるとき
は、内蔵サブウーファーの代わりに別売の
サブウーファーの音量を調節します。

別売のリアスピーカーの音量を調節
する
リア音量＋／－ボタンを押します。
音量レベルは表示窓に表示されます。

ご注意
 別売のリアスピーカーは、マルチチャンネ
ルサウンドのサラウンド部分を再生、また
は2チャンネルサウンドからバーチャル処
理でサラウンドを再生するためのスピー
カーです。サラウンド成分の少ない入力で
は、リアスピーカーからサラウンド成分の
音が聞こえにくいことがあります。

 別売のリアスピーカーをつないでいないと
きは、リア音量＋／－ボタンは効きません。

音量や音質を調整する

サブウーファー
＋／－ボタン

リア音量
＋／－ボタン

音量
＋／－ボタン
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サラウンド効果を
楽しむ（サウンド
フィールド）
音源に合わせてサラウンド効果の有無
を切り換えられます。

1 サウンドフィールドボタン
を押して設定を選ぶ。
表示窓に設定が表示されます。

ご注意
次の場合はサウンドフィールドボタンを押
しても設定の切り換えができません。
－ BLUETOOTH送信モードでBLUETOOTH
機器とつないでいるとき（28ページ）

－テストトーン出力中
音源によっては、設定が固定され変更でき
ないことがあります。

 ［設定する］ →［詳細設定］→［音声
設定］→［360 Spatial Sound Mapping］
を［入］に設定しているときは、 ［設定
する］ →［詳細設定］→［音声設定］→
［サウンドフィールド設定］の設定を変更
することはできません。

ちょっと一言
サラウンド効果の種類は、 ［設定する］ →
［詳細設定］→［音声設定］→［サウンド
フィールド設定］で選ぶことができます。

設定 説明

［SF.ON］ サラウンド効果を
加えて音声を再生
します。
ジャンルを問わ
ず、臨場感のある
サラウンドを体感
したいときに適し
ています。

［SF.OFF］ サラウンド効果を
加えずに音声を再
生します。

サウンドフィー
ルドボタン
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セリフを聞きやす
くする（ボイス）

1 ボイスボタンを押して設定
を選ぶ。
表示窓に設定が表示されます。

ご注意
BLUETOOTH送信モード（28ページ）で
BLUETOOTH機器とつないでいるときは、
ボイスモードは無効になります。

深夜の小音量時で
も明瞭感のあるサ
ウンドで楽しむ
（ナイトモード）

1 ナイトモードボタンを押し
て設定を選ぶ。
表示窓に設定が表示されます。

ご注意
 本機の電源を切ると、ナイトモードは自動
的に［ナイトモード: 切］に設定されます。

 BLUETOOTH送信モード（28ページ）で
BLUETOOTH機器とつないでいるときは、
ナイトモードは無効になります。

設定 説明

［Vo.ON］ セリフを強調し、聞
こえやすくします。

［Vo.OFF］ ボイスモード機能を
無効にします。

ボイスボタン

設定 説明

［N.ON］ 小さい音でも音響効
果やセリフの明瞭さ
を失わずに音声を楽
しめます。

［N.OFF］ ナイトモード機能を
無効にします。

ナイトモード
ボタン
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音声と映像のずれ
を調整する
つないだテレビや機器によっては、音
声と映像がずれることがあります。そ
のようなときは、音声を遅らせること
でずれを調節することができます。
入力によって調節のしかたが異なりま
す。
詳しくはヘルプガイドをご覧くださ
い。

2か国語放送の音
声を切り換える
（音声切換）

2か国語放送は、BSデジタル放送や地
上デジタル放送で採用されているAAC
音声方式で放送されています。
お使いのテレビのHDMI端子がeARC
またはARC機能に対応している場合
は、HDMIケーブル経由でAAC音声を
聞くことができます（15ページ）。
お使いのテレビのHDMI端子がeARC
またはARC機能に対応していない場合
は、テレビなどデジタルチューナー搭
載機器と本機を、光デジタル音声ケー
ブル（別売）でつなぎます（15ペー
ジ）。
また、テレビなどデジタルチューナー
搭載機器側でも 「光デジタル音声出
力」の設定を行う必要があります。デ
ジタルチューナー搭載機器が、デジタ
ル出力端子からAAC音声信号を出力す
るように設定してください。詳しく
は、デジタルチューナー搭載機器の取
扱説明書をご覧ください。

音声切換ボタン
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を
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す
る

1 音声切換ボタンを押して設
定を選ぶ。
表示窓に設定が表示されます。

DTS:X再生中に
セリフの音量を調
節する
セリフの音量を調節することにより、
セリフの音量を背景の音から際立た
せ、騒がしい環境でも映画などのセリ
フを聞き取りやすくします。この機能
はDTS:Xダイアログコントロールに対
応したコンテンツを再生しているとき
に働きます。
入力によって調節のしかたが異なりま
す。

1 オプションボタンを押し、
/（上／下）ボタンで本
体表示窓に［DIALOG］を
表示させて、決定ボタンを
押す。

設定 説明

［MAIN］ 主音声を再生します。

［SUB］ 副音声を再生します。

［MN/SB］ 主音声は左のスピー
カーから、副音声は
右のスピーカーから
再生されます。

オプションボタン

///（上／
下／左／右）、
決定ボタン

次のページへつづく
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2 /（上／下）ボタンでセ
リフの音量レベルを調節
し、決定ボタンを押す。
0.0 dB～6.0 dBの間で1.0 dBきざ
みで調節できます。

3 オプションボタンを押す。
元の表示に戻ります。
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テ
レ
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と
連
携
し
て
使
う

テレビと本機を連
携して操作する
（HDMI機器制御
機能）
HDMI機器制御機能対応のテレビと本
機をHDMIケーブルでつなぐと、本機
とテレビの電源の入／切や音量の調節
を連携させることができます。

HDMI機器制御機能とは
HDMI（High-Definition Multimedia 
Interface）ケーブルでつないだ機器同
士が連携して動作する機能のことで
す。HDMI機器制御機能に対応した機
器間で働きますが、他社製の機器とつ
ないだ場合に動作しない場合がありま
す。

本機とHDMIケーブルでつないだテレ
ビのHDMI機器制御機能を有効にして
ください。
本機のHDMI機器制御機能のお買い上
げ時の設定は［入］です。

ちょっと一言
 ブルーレイディスクレコーダーなどの機器
をHDMIケーブルでテレビにつないでいる
場合は、その機器のHDMI機器制御機能も
有効にしてください。

 テレビやブルーレイディスクレコーダーな
どの機器のHDMI機器制御機能を有効にす
るには、各機器に付属の取扱説明書をご覧
ください。

 ソニー製のテレビをご使用の場合は、テレ
ビのHDMI機器制御（”ブラビアリンク”）
機能を有効にすると、本機のHDMI機器制
御機能も自動的に有効になります。
設定が完了すると、表示窓に［DONE］が
表示されます。

テレビのリモコンで電源や音量を操作
すると、テレビに連携して本機が動作
します。

電源の連動
テレビの電源を入れると、本機の電源
も自動的に入ります。
テレビの電源を切ると、本機の電源も
自動的に切れます。

ご注意
テレビの電源を切るよりも前に本機の電源
を切ると、次にテレビの電源を入れても本
機の電源が入らないことがあります。

テレビと連携して使う

テレビと連携して使う準備を
する

テレビのリモコンで本機の電
源や音量を操作する

テレビのリモコン

次のページへつづく
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この場合、以下の操作をすると本機の電源
が入ります。
－テレビのメニューで、本機をスピー
カー出力先に選ぶ。

－ソニー製のテレビをお使いの場合は、
テレビの電源が入っている状態で本機
の電源を入れる。

音量の調節
テレビで視聴している映像の音声が自
動的に本機のスピーカーから出力され
ます。また、テレビのリモコンで本機
の音量を調節できます。

テレビのリモコンで本機のメニュー
操作
テレビのリモコンで入力切換やリンク
メニューを操作して本機の機器名を選
ぶと、本機のメニューを操作できま
す。

ご注意
リンクメニューは、一部のソニー製テレビ
で対応しています。お使いのテレビがリン
クメニューに対応しているかは、テレビの
取扱説明書をご覧ください。

言語設定
テレビ画面上の言語設定を変更する
と、本機の画面の表示言語も切り換わ
ります。

ちょっと一言
ホームメニューで ［設定する］ →［詳細
設定］→［HDMI設定］を選ぶと、HDMI機
器制御機能の設定を変更できます。

“ブラビアリンク”
対応テレビと本機
を連携して操作す
る
“ブラビアリンク”はHDMI機器制御機
能をソニーが独自に拡張した機能で
す。“ブラビアリンク”対応のテレビや
ブルーレイディスクレコーダーなどの
機器をHDMIケーブルでつなぐと、こ
れらの機器を連携して操作ができま
す。

“ブラビアリンク”を使うには
ソニー製の機器のHDMI機器制御機能
を有効にすると、“ブラビアリンク”が
有効になります。
HDMI機器制御機能を有効にする手順
について詳しくは、「テレビと連携し
て使う準備をする」（39ページ）をご
覧ください。

HDMI機器制御機能
 電源の連動（39ページ）
 音量の調節（40ページ）
 テレビのリモコンで本機のメニュー
操作（40ページ）

 言語設定（40ページ）

オーディオ機器コントロール
テレビの入力を切り換えることなく、本
機の設定、入力切換などができます。

その他の連携する機能

“ブラビアリンク”でできるこ
と
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表示窓とランプの
明るさを調整する
（本体表示）
表示窓とBLUETOOTHランプの明るさ
を調節できます。別売のサブウー
ファーやリアスピーカーのランプの明
るさも調節できます。

1 本体表示ボタンを押して設
定を選ぶ。
表示窓に設定が表示されます。

ご注意
［OFF］を選ぶと表示窓とランプが消灯しま
す。いずれかのボタンを押すと点灯し、約

10秒間操作をしないとまた消灯になります。
表示窓とランプが消えない場合もあります
が、その場合の明るさは［DARK］と同じで
す。

設定を変更する

設定 説明

［BRIGHT］ 表示窓とランプは明
るく点灯します。

［DARK］ 表示窓とランプは暗
く点灯します。

［OFF］ 表示窓とランプは消
灯します。

本体表示ボタン
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スタンバイ時の待
機電力を抑える
スタンバイ時の消費電力を抑えるに
は、 ［設定する］ →［詳細設定］→
［本体設定］→［ネットワーク／
Bluetoothスタンバイ］を［切］に設
定します 。

かんたん設定を行
う
［かんたん設定］で、本機の基本的な
設定やスピーカー設定、ネットワーク
設定を簡単に行うことができます。

1 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 ホームメニューで ［設定
する］ →［かんたん設定］
を選ぶ。
テレビ画面に［かんたん設定選択］
画面が表示されます。

3 設定したい項目を選ぶ。
•［かんたん初期設定］：本機の基
本的な設定（スピーカー設定、
ネットワーク設定を含む）を行
います。

•［かんたんサウンド設定］：お使
いの環境に合わせてサラウンド
を最適化するために基本的なス
ピーカーの設定をします。

•［かんたんネットワーク設定］：
基本的なネットワーク設定を行
います。

4 テレビ画面の指示に従って
設定を行う。
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詳細設定をする

［詳細設定］メニューでは、画像や音声などのさまざまな設定を行うことができま
す。

1 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表示されます。

2 ホームメニューで ［設定する］ →［詳細設定］を選ぶ。
テレビ画面に［詳細設定］画面が表示されます。

3 お好みの設定を選ぶ。
設定項目について詳しくは、ヘルプガイドをご覧ください。

［詳細設定］メニューの使いかた

設定項目 できること

［スピーカー設定］ スピーカーの設置や接続に関する設定をします。

［音声設定］ 音声の出力に関する設定をします。

［HDMI設定］ HDMIに関する設定をします。

［Bluetooth設定］ BLUETOOTH機能の詳細設定をします。

［本体設定］ 本機に関する設定をします。

［通信設定］ インターネットの詳細設定をします。

［設定初期化］ 本機の設定を初期化します。

［ソフトウェアアップ
デート］

本機や別売のサブウーファー／リアスピーカーのソフ
トウェアを最新のバージョンにアップデートします。
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ソフトウェアを
アップデートする
最新バージョンのソフトウェアをダウ
ンロードすることにより、最新の機能
を楽しめます。
アップデート情報については下記の
ホームページをご覧ください。
https://www.sony.jp/support

ご注意
 アップデートが終了するまでに約20分か
かることがあります。

 ネットワーク経由でのアップデートには、
インターネット環境が必要です。

 ソフトウェアアップデート中は、本機の電
源を切ったり、電源コードを抜いたり、
HDMIケーブルを抜き差ししたり、本機や
テレビの操作をしたりしないでください。
ソフトウェアアップデート終了までお待ち
ください。

 自動的にソフトウェアアップデートを実行
させたい場合は、 ［設定する］ →［詳細
設定］→［通信設定］→［自動アップデー
ト設定］→［自動アップデート］を［入］
に設定してください。ソフトウェアアップ
デートの内容によっては、［自動アップ
デート］が［切］に設定されていてもアッ
プデートが実行される場合があります。詳
しくはヘルプガイドをご覧ください。

1 別売のサブウーファーをお
使いの場合は、電源が入っ
ていて本機とつながれてい
ることを確認する。別売の
リアスピーカーをお使いの
場合は、コンセントにつな
いで電源が入っていて本機
とつながれていることを確
認する。
別売のサブウーファーやリアス
ピーカーの電源ランプが緑色に点
灯します。

2 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

3 ホームメニューで ［設定
する］ →［詳細設定］を選
ぶ。
ネットワーク上でアップデート情
報が見つかった場合、アップデー
ト通知および［ソフトウェアアッ
プデート］がホームメニューに表
示されます。この場合は［ソフト
ウェアアップデート］を選び、画
面の指示に従ってください。

4［ソフトウェアアップデー
ト］を選ぶ。
テレビ画面に［ソフトウェアアッ
プデート］画面が表示されます。

5 アップデートする項目を選
ぶ。
/（上／下）ボタンを押して
アップデートする項目を選んで決
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定ボタンを押し、画面の指示に
従ってソフトウェアをアップデー
トします。
アップデートが始まると本機は自
動的に再起動します。
ソフトウェアアップデート中は、
表示窓に［UPDATE］と表示され
ます。
アップデートが終了すると、本機
は自動的に再起動します。

［ネットワークアップデート］
ネットワークを使用してソフトウェア
をアップデートします。ネットワーク
がインターネットにつながっているこ
とを確認してください。

［USBアップデート］
USBメモリーを使用してソフトウェア
をアップデートします。詳しくは、
アップデートファイルのダウンロード
時に表示される手順をご覧ください。

［ワイヤレススピーカーをアップ
デート］
本機のソフトウェアが最新のとき、別
売のサブウーファーやリアスピーカー
のソフトウェアをアップデートしま
す。

ご注意
 バースピーカーの （BLUETOOTH）ボタ
ンと（電源）ボタンを同時に7秒間押し
て［USBアップデート］を行うこともでき
ます。

 別売のサブウーファーやリアスピーカーの
アップデートがうまくいかない場合は、

バースピーカーの近くに移動させてアップ
デートを行ってください。
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故障かな？と思っ
たら
本機の調子がおかしいときは、次の順序
で対処してください。

電源が入らない
 電源コードがしっかり差し込まれてい
るか確認してください。

 電源コードをコンセントから抜いて電
源を切り、数分後に再び電源コードを
差し直してください。

テレビの電源を入れても、本機の電
源が入らない
 ［設定する］ →［詳細設定］→
［HDMI設定］→［HDMI機器制御］を
［入］に設定してください。テレビが
HDMI機器制御機能に対応している必
要があります（39ページ）。詳しくは、
テレビの取扱説明書をご覧ください。

 テレビのスピーカー設定を確認してく
ださい。本機の電源はテレビのスピー
カー設定に連動します。詳しくは、テ
レビの取扱説明書をご覧ください。

 テレビによっては、前回テレビのス
ピーカーから音声が出力されていた場
合は、テレビの電源を入れても本機の
電源が入らない場合があります。

困ったときは

1 本書やヘルプガイドで、該当
するトラブルと解決方法を調
べる。
「故障かな？と思ったら」に、正常
に動作しないときの対処方法を記
載しています。本書に記載してい
ない機能については、ヘルプガイ
ドに記載しています。

https://
rd1.sony.net/help/
ht/a3000/ja/

2 サポートサイトで、該当する
トラブルと解決方法を調べる。
サポートサイトには、最新のサ
ポート情報やよくある質問とその
回答を記載しています。
https://www.sony.jp/support

3 本機を初期化する。
本機のすべての設定がお買い上げ
時の状態に戻ります（54ページ）。

4 それでも正常に動作しない場
合は、お買い上げ店またはソ
ニー相談窓口（裏表紙）に問
い合わせる。

電源
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テレビの電源を切ると、本機の電源
が切れる
 ［設定する］ →［詳細設定］→
［HDMI設定］→［電源オフ連動］を確
認してください。［する］または［自
動］に設定している場合は、テレビの
電源を切ると、本機の電源も連動して
切れます。

テレビの電源を切っても、本機の電
源が切れない
 ［設定する］ →［詳細設定］→
［HDMI設定］→［電源オフ連動］を確
認してください。本機の入力にかかわ
らず、テレビの電源を切ったときに本
機の電源も連動させたい場合は、［す
る］に設定してください。テレビが
HDMI機器制御機能に対応している必
要があります（39ページ）。詳しくは、
テレビの取扱説明書をご覧ください。

本機の電源が切れない
 本機がデモモードになっている可能性
があります。デモモードを解除するに
は、本機を初期化します。バースピー
カーの（電源）ボタンと－（音量）
ボタンを5秒以上押してください（54
ページ）。

映像が出ない、正しく出力されない
 適切な入力を選んでください（21ペー
ジ）。

 テレビ入力を選んでいてもテレビの映
像が出ない場合は、テレビのリモコン
で見たいチャンネルを選んでくださ
い。

 HDMIケーブルを抜いて、差し直して
ください。HDMIケーブルは、奥まで
しっかり差し込んでください。

テレビの映像が乱れる
 テレビもしくは他の無線機器と本機の
無線機能の干渉が起きています。本機
を対象の機器と離して設置してくださ
い。

 無線LANと別売スピーカーの無線接続
の周波数帯の干渉が起きています。テ
レビもしくは映像を再生している機器
の無線LAN周波数を2.4 GHz帯に切り
換えてください。

 テレビの電波と本機の無線機能との干
渉が起きています。本機の無線LAN周
波数を5 GHz帯に切り換えてください。

本機とテレビがBLUETOOTH機能
でつながらない
 テレビと本機をHDMIケーブルでつな
いでいる場合は、BLUETOOTH接続が
解除されます。

本機からテレビの音声が出ない
 テレビと本機をつないでいるHDMI
ケーブル、テレビセンタースピーカー
モードケーブル、または光デジタル音
声ケーブルの種類や接続を確認してく
ださい（15ページ）。

 テレビと本機をつないでいるケーブル
類を抜き、しっかり奥まで差し込み直
してください。続けてテレビと本機の
電源コードを抜き、差し込み直してく
ださい。

映像

音声

次のページへつづく
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 テレビと本機をHDMIケーブルでつな
いでいる場合は、以下を確認してくだ
さい。
ー本機がテレビのeARCまたはARC対
応HDMI入力端子につながれてい
る。

ーテレビのHDMI機器制御機能が有効
になっている。

ーテレビのeARC機能またはARC機能
が有効になっている。

ーHDMI機器制御機能で制御できる機
器の接続台数の制限を超えていな
い。

ー本機の ［設定する］ →［詳細設
定］→［HDMI設定］→［HDMI機
器制御］が［入］、 ［設定する］ →
［詳細設定］→［HDMI設定］→
［TV音声入力モード］が［自動］に
なっている。

 テレビがeARCに対応していない場合
は、 ［設定する］ →［詳細設定］→
［HDMI設定］→［eARC］を［切］に
設定してください。

 お使いのテレビがeARCまたはARCに
対応していない場合は、光デジタル音
声ケーブルをつないでください（15
ページ）。テレビがeARCまたはARCに
対応していない場合は、本機をテレビ
のHDMI入力端子につないでもテレビ
の音声は本機から出力されません。

 本機の入力をテレビ入力に切り換えて
ください。

 本機の音量を上げる、または消音状態
を解除してください。

 テレビと本機の電源を入れる順番に
よっては、本機が消音状態になり、本
機の表示窓に［MUTING］と表示され
る場合があります。その場合は、テレ

ビの電源を入れてから、本機の電源を
入れてください。

 付属のリモコンのTV/オーディオシス
テムボタンでテレビ音声の出力を切り
換えるか、テレビ（ブラビア）のス
ピーカー設定をオーディオシステムに
切り換えてください。設定方法につい
ては、テレビの取扱説明書をご覧くだ
さい。

本機とテレビの両方から音が出る
 本機またはテレビを消音してくださ
い。

 テレビと本機をテレビセンタースピー
カーモードケーブルでつないで ［設
定する］ →［詳細設定］→［スピー
カー設定］→［テレビセンタースピー
カー設定］→［テレビセンタースピー
カーモード］を［入］にすると、本機
のセンター成分の音声がテレビから出
力されます。［テレビセンタースピー
カーモード］について詳しくはヘルプ
ガイドをご覧ください。

本機から出るテレビの音声が映像よ
り遅れる
 音声と映像のずれ調整機能の設定値が

25 msec～300 msecに設定されてい
たら、0 msecに設定してください。
詳しくはヘルプガイドをご覧くださ
い。

 音源によっては、音声と映像がずれる
ことがあります。お使いのテレビに映
像を遅延させる機能がある場合は、そ
ちらをご使用ください。詳しくは、テ
レビの取扱説明書をご覧ください。
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本機につないだ機器の音声が出な
い、または音が小さい
 リモコンの音量＋ボタンを押して、音
量を上げてください（10ページ）。

 リモコンの消音ボタンや音量＋ボタン
を押して、消音機能を解除してくださ
い（10ページ）。 

 正しい入力を選んでいるか確認してく
ださい。また、リモコンの入力選択ボ
タン（TV／USB／BLUETOOTH）を押
して入力を切り換えてください。 

 本機と他機器をつないでいるケーブル
の端子が、奥までしっかり差し込まれ
ているか確認してください。 

サラウンド効果が得られない
 サウンドフィールドボタンの設定（34
ページ）と入力信号の組み合わせに
よっては、サラウンド処理による臨場
感が得られないことがあります。ま
た、番組やディスクによってはサラウ
ンド成分が少ないことがあります。

音が出ないスピーカーがある
 サウンドフィールドボタンの設定（34
ページ）と音源の組み合わせによって
は、音が出力されないスピーカーがあ
ります。

音場最適化が失敗する
 別売のリアスピーカーをお使いの場合
は、底面のラベルが下になるように立
てて置いてください。

 周囲が静かな状態で再度音場最適化を
行ってください。

 バースピーカー、別売のリアスピー
カー／サブウーファーの距離が近すぎ
たり、離れすぎたりすると音場最適化
を正しく行うことができません。ス
ピーカーの距離を調整して、再度行っ
てください。

 スピーカー同士の間に障害物があった
り、測定用マイクが隠れていたりする
と、音場最適化を正しく行うことがで
きません。スピーカー同士の間や、ス
ピーカーの前に障害物がある場合は、
取り除いてください。

USB機器が認識されない
 以下を試してください。
 本機の電源を切る。
 USB機器を抜いて、つなぎ直す。
 本機の電源を入れる。

 USB機器が （USB）端子にしっかりつ
ながれているか確認してください（27
ページ）。

 USB機器が破損していないか確認して
ください。

 USB機器がオンになっているか確認し
てください。

 USB機器がUSBハブやUSBケーブルを
経由して本機とつながれている場合
は、USB機器をUSBハブやUSBケーブ
ルからはずして、本機に直接つないで
ください。

 ウォークマン®やスマートフォンをつ
ないだ場合、機器の内部ストレージと
外部ストレージ（メモリーカードな
ど）は検出されないことがあります。

音場最適化

USB機器の接続
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ペアリングできない
 本機とBLUETOOTH機器をできるだけ
近づけてください。

 無線LANや他の2.4 GHz無線機器や電
子レンジなどの影響を受けていないか
確認してください。電磁波を発生する
機器がある場合は、その機器を本機か
ら離して使ってください。

BLUETOOTH接続ができない
 バースピーカーのBLUETOOTHランプ
が点灯していることを確認してくださ
い（26ページ）。

 接続相手のBLUETOOTH機器の電源が
入っているか、BLUETOOTH機能が有
効になっているか確認してください。

 本機とBLUETOOTH機器をできるだけ
近づけてください。

 本機とBLUETOOTH機器を再度ペアリ
ングしてください。BLUETOOTH機器
側で、本機の登録を解除する必要があ
る場合があります。

 ペアリング情報が消えている場合があ
ります。もう一度ペアリング操作を
行ってください（25ページ）。

つないだBLUETOOTH機器の音が
本機から出ない
 バースピーカーのBLUETOOTHランプ
が点灯していることを確認してくださ
い（26ページ）。

 本機とBLUETOOTH機器をできるだけ
近づけてください。

 無線LANや他のBLUETOOTH機器、電
子レンジを使用している場所など、電

磁波を発生する機器がある場合は、そ
の機器を本機から離して使ってくださ
い。

 本機とBLUETOOTH機器との間に障害
物がある場合は、障害物を避けるか取
り除いてください。

 接続相手のBLUETOOTH機器の位置を
変えてください。

 無線LANルーターやパソコンなどの無
線LAN周波数を5 GHz帯に切り換えて
ください。

 BLUETOOTH機器側の音量を上げてく
ださい。

ペアリングできない
 本機とBLUETOOTH対応ヘッドホンを
なるべく近づけてからペアリングを
行ってください。

 無線LANや他の2.4 GHz無線機器や電
子レンジなどの影響を受けていないか
確認してください。電磁波を発生する
機器がある場合は、その機器を本機か
ら離して使ってください。

BLUETOOTH接続ができない
 バースピーカーのBLUETOOTHランプ
が点灯していることを確認してくださ
い（26ページ）。

 接続相手のBLUETOOTH対応ヘッドホ
ンの電源が入っているか、
BLUETOOTH機能が有効になっている
か確認してください。

 本機とBLUETOOTH対応ヘッドホンを
できるだけ近づけてください。

モバイル機器の
BLUETOOTH接続

ヘッドホンのBLUETOOTH
接続
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 本機とBLUETOOTH対応ヘッドホンを
再度ペアリングしてください。
BLUETOOTH対応ヘッドホン側で、本
機の登録を解除する必要がある場合が
あります。「ペアリング済みヘッドホ
ンを機器リストから削除する」（29
ページ）をご覧ください。

 ペアリング情報が消えている場合があ
ります。もう一度ペアリング操作を
行ってください（28ページ）。

つないだBLUETOOTH対応ヘッド
ホンから音が出ない
 バースピーカーのBLUETOOTHランプ
が点灯していることを確認してくださ
い（26ページ）。

 本機とBLUETOOTH対応ヘッドホンを
できるだけ近づけてください。

 無線LANや他のBLUETOOTH機器、電
子レンジを使用している場所など、電
磁波を発生する機器がある場合は、そ
の機器を本機から離して使ってくださ
い。

 本機とBLUETOOTH対応ヘッドホンと
の間に障害物がある場合は、障害物を
避けるか取り除いてください。

 接続相手のBLUETOOTH対応ヘッドホ
ンの位置を変えてください。

 無線LANルーターやパソコンなどの無
線LAN周波数を5 GHz帯に切り換えて
ください。

 BLUETOOTH対応ヘッドホン側の音量
を上げてください。

 ［設定する］ →［詳細設定］→
［Bluetooth設定］→［ワイヤレス再生
品質］を［LDAC接続優先（自動）］ま
たは［SBC接続優先（自動）］に設定
してください。

 著作権保護コンテンツとして保護され
ているコンテンツは出力されないこと
があります。

本機のリモコンが機能しない
 バースピーカーのリモコン受光部に向
けて操作してください（8ページ）。

 リモコンと本機との間の障害物を除い
てください。

 電池が古い場合は、すべての電池を新
しいものに取り換えてください。

 リモコンの正しいボタンを押している
か確認してください。

テレビのリモコンが機能しない
 IRリピーター機能を有効にすることで
改善する場合があります。詳しくはヘ
ルプガイドをご覧ください。

別売スピーカーから音声が出ない、
または音が小さい
 リモコンのサブウーファー＋ボタンを
押して、サブウーファーの音量を上げ
てください。 またはリモコンのリア音
量＋ボタンを押して、リアスピーカー
の音量を上げてください（33ページ）。 

 ［設定する］ →［詳細設定］→［ス
ピーカー設定］→［ワイヤレススピー
カー設定］→［ワイヤレススピーカー
接続確認］で無線接続状態を確認して
ください。

 ナイトモードをオフにしてください
（35ページ）。

リモコン

別売スピーカー

次のページへつづく
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 ［設定する］ →［詳細設定］→［ス
ピーカー設定］→［ワイヤレススピー
カー設定］→［ワイヤレス周波数設
定］を［切］から［入］に切り換えた
場合、音声を出力するまでに1分ほど
かかることがあります（20ページ）。

 別売のリアスピーカー／サブウー
ファーの取扱説明書をご覧ください。

音が途切れる、ノイズが出る
 無線LANや電子レンジなど電磁波を発
生する機器がある場合は、その機器か
ら別売スピーカーと本機を離してくだ
さい。

 本機と別売スピーカーとの間に障害物
がある場合は、障害物を避けるか取り
除いてください。

 本機と別売スピーカーをできるだけ近
づけてください。

 ［設定する］ →［詳細設定］→［ス
ピーカー設定］→［ワイヤレススピー
カー設定］→［ワイヤレス周波数設
定］を一度［切］にしてから［入］に
切り換えてください。

 テレビ、ブルーレイディスクレコー
ダーなどの無線LANを有線LANに切り
換えてください。

 ［設定する］ →［詳細設定］→［ス
ピーカー設定］→［ワイヤレススピー
カー設定］→［ワイヤレス再生品質］
を［接続優先］に設定してください。

HDMI機器制御機能が正しく働かな
い
 本機との接続を確認してください（15
ページ）。

 テレビのHDMI機器制御機能を有効に
してください。詳しくは、テレビの取
扱説明書をご覧ください。

 しばらく待ってから操作してくださ
い。本機の電源コードを抜き差しした
ときは、操作が可能になるまで時間が
かかります。15秒以上待ってから操作
してください。

 本機につないだテレビがHDMI機器制
御機能に対応していることを確認して
ください。

 HDMI機器制御機能で制御できる機器
の種類と数は、HDMI CEC規格で以下
のとおり制限されています。
ー録画機器（ブルーレイディスクレ
コーダー、DVDレコーダーなど）：
3台まで

ー再生機器（ブルーレイディスクプ
レーヤー、DVDプレーヤーなど）：
3台まで（本機がそのうちの1台を使
用します）

ーチューナー関連機器：4台まで
ーオーディオシステム（AVアンプ／
ヘッドホン）：1台まで（本機が使用
します）

表示窓に5秒間［PRTCT（プロテク
ト）］と点滅表示され、本機の電源
が切れる
  電源コードを抜き、本機の通風孔がふ
さがっていないか点検してください。

表示窓に［PRTCT（プロテクト）］、
［PUSH］、スピーカーの名前
（［SUB］、［RL］または［RR］）、
［POWER］が順番に点滅表示される
 表示されているスピーカー（［SUB］：
別売のサブウーファー、［RL］：別売の

その他
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リアスピーカー左、［RR］：別売のリア
スピーカー右）の（電源）ボタンを
押して電源を切ってください。別売の
リアスピーカーの場合は、電源コード
を抜いてから、電源を入れ直してくだ
さい。別売のサブウーファーの場合
は、電源コードを抜いてから、スピー
カーの通風孔がふさがっていないか確
認したあと、電源を入れ直してくださ
い。正しく本機とつながると、バース
ピーカーの表示窓は通常表示に戻りま
す。

表示窓に［HIGH］、［TEMP］、
［ERROR］が順に2秒ずつ点滅表示
し、［STANDBY］が表示され、本
機の電源が切れる
 本機内の高温状態を検出しています。
（電源）ボタンを押して本機を再起
動してください。

表示窓に［BT TX］と表示される
 ［設定する］ →［詳細設定］→
［Bluetooth設定］→［Bluetoothモー
ド］を［受信］に設定してください。
［Bluetoothモード］を［送信］に設定
している場合は、表示窓に［BT TX］
と表示されます。

テレビの各種センサーが正常に動作
しない
 バースピーカーの置きかたによって
は、バースピーカーがテレビの各種セ
ンサー（明るさセンサーなど）や、リ
モコン受光部、赤外線方式3Dグラス
対応の3Dテレビの「3Dグラス用発信
部（赤外線通信）」、無線通信をさえぎ
る可能性があります。その場合は、各
種センサーなどが正常に動作する位置

までバースピーカーをテレビから離し
てください。各種センサーやリモコン
受光部の位置については、テレビの取
扱説明書をご覧ください。

無線機能（BLUETOOTH機能、無
線LAN、別売のサブウーファー／リ
アスピーカー）が不安定
 本機の周辺にテレビ以外の金属物を置
かないでください。無線機能に影響が
出る場合があります。

急に知らない音楽が再生された
 店頭用内蔵音源が再生されている可能
性があります。バースピーカーの
（入力切換）ボタンを押すと再生

が停止します。

電源を切ることができない、または
［詳細設定］が使えない／バース
ピーカーの（電源）ボタンを押す
と表示窓に［.DEMO］と表示され
電源を切ることができない
 本機がデモモードになっている可能性
があります。デモモードを解除するに
は、本機を初期化します（54ページ）。
バースピーカーの（電源）ボタンと
－（音量）ボタンを5秒以上押してく
ださい。

本機が再起動する
 解像度の異なるテレビとつなぐと、映
像出力の再設定のために本機が再起動
する場合があります。
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初期化する
「故障かな？と思ったら」で症状が改
善されない場合は、本機を初期化して
ください。

1 ホームボタンを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 ホームメニューで ［設定
する］ →［詳細設定］を選
ぶ。

3［設定初期化］を選ぶ。
4 初期化したい項目を選ぶ。
5［実行］を選ぶ。
初期化をキャンセルする
手順5で［中止］を選びます。

1 バースピーカーの（電源）
ボタンと －（音量）ボタン
を同時に5秒以上押す。
設定が初期化されます。

ご注意
初期化により別売のサブウーファーやリア
スピーカーとの接続が切断される場合があ
ります。その場合は、別売のサブウー
ファーやリアスピーカーの取扱説明書をご
覧になり再接続を行ってください。

ホームメニューで本機を初期
化できない場合
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主な仕様

アンプ部
実用最大出力（非同時駆動、JEITA*）

フロントL／フロントRスピーカーブ
ロック：50 W × 2（各チャンネル6 Ω、
1 kHz）
センタースピーカーブロック：50 W
（6 Ω、1 kHz）
サブウーファーブロック：50 W × 2
（各チャンネル6 Ω、100 Hz）

入力
TV入力（OPT）

出力
HDMI出力（TV eARC/ARC）
S-センター出力

* JEITA（電子情報技術産業協会）規定に
よる測定値です。

HDMI部
端子

19ピン標準コネクター（Type A）

USB部
（USB）端子：1 A

Aタイプ（USBメモリー）

無線LAN部
通信方式

IEEE 802.11 a/b/g/n/ac
使用周波数帯域

2.4 GHz、5 GHz

BLUETOOTH部
通信方式

BLUETOOTH標準規格 Ver.5.0
出力

BLUETOOTH標準規格 Power Class 1
最大通信距離

見通し距離約30 m1）

登録台数
9台まで

使用周波数帯域
2.4 GHz 帯（2.4000 GHz ～
2.4835 GHz）

変調方式
FHSS

対応BLUETOOTHプロファイル2）

A2DP（Advanced Audio 
Distribution Profile）
AVRCP（Audio Video Remote 
Control Profile）

対応コーデック3）

SBC4）、AAC5）、LDAC
対応コンテンツ保護

SCMS-T方式
伝送帯域（A2DP）

20 Hz ～ 40,000 Hz（LDAC 96 kHzサ
ンプリングかつ990 kbpsで伝送時）
20 Hz ～ 20,000 Hz（44.1 kHzサンプ
リング時）

1） 通信距離は目安です。周囲環境により通
信距離が変わる場合があります。

2） BLUETOOTHプロファイルとは、
BLUETOOTH機器の特性ごとに機能を標
準化したものです。

3） 音声圧縮変換方式のことです。
4） Subband Codec の略です。
5） Advanced Audio Codingの略です。

フロントL／フロントR／センタース
ピーカーブロック部
使用スピーカー

46 mm × 93 mm コーン型
形式

アコースティックサスペンション型

内蔵サブウーファー部
使用スピーカー

45 mm × 108 mm コーン型
形式

 バスレフ型

一般
電源

AC 100  V、50 Hz/60 Hz

その他

サウンドバー（HT-A3000）
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消費電力
電気用品安全法による表示：50 W
［ネットワーク／Bluetoothスタンバ
イ］→［入］：3 W以下
［ネットワーク／Bluetoothスタンバ
イ］→［切］：0.5 W以下

最大外形寸法*（約）（幅／高さ／奥行き）
950 mm × 64 mm × 128 mm
* 突起部除く

質量（約）
4.6 kg

本機は「JIS C 61000-3-2 適合品」です。

オーディオのストリーミング元デバイ
ス
 iOS 11.4以降搭載のiPhone、iPadまたは

iPod touch
 tvOS 11.4以降搭載のApple TV 4Kまたは

Apple TV HD
 iOS 11.4以降搭載のHomePod
 iTunes 12.8以降またはmacOS Catalina
搭載のMac 

 iTunes 12.8以降搭載のパソコン

通信方式
Wireless Sound Specification version 
4.0

使用周波数帯域
5 GHz 帯

変調方式
OFDM

 リモコン（1）
 単4形マンガン乾電池（2）
 壁掛けテンプレート（1）
 HDMIケーブル（ハイスピードHDMIケー
ブル（イーサネット対応）同等）（1）

テレビセンタースピーカーモードケーブル
（1）
電源コード（1）
スタートガイド
取扱説明書（本書）

仕様および外観は、改良のため、予告なく
変更することがありますが、ご了承くださ
い。

ワイヤレストランスミッター／
レシーバー部

付属品
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再生できる音声
ファイルの種類

* DSTエンコードされたファイルは再生で
きません。

ご注意
 ファイルのフォーマットや圧縮状況、録音
状態、またはその他の状態によって再生で
きないことがあります。

 パソコンで記録や編集したファイルは再生
できないことがあります。

 ファイルによっては早送り／早戻し再生が
できないことがあります。

 デジタル著作権管理（DRM）などで保護
されたファイルは再生できません。

 名前やメタデータによっては、ファイルや
フォルダーを認識できないことがありま
す。

 USB機器によっては、本機で再生できない
ことがあります。

 本機はマスストレージクラス（MSC）機
器（フラッシュメモリーなど）を認識しま
す。

フォーマット 拡張子

MP3 （MPEG-1 Audio 
Layer III）

.mp3

AAC/HE-AAC .m4a, .aac, 
.mp4, .3gp

WMA9 Standard .wma

LPCM .wav
FLAC .flac

DSF .dsf
DSDIFF* .dff

AIFF .aiff, .aif
ALAC .m4a

Vorbis .ogg
Monkey’s Audio .ape
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入力できる音声フォーマット
入力できる音声フォーマットは、本機がどの入力に設定されているかによって異な
ります。次の表で「○」の場合はその音声フォーマットに対応しています。「ー」
の場合はその音声フォーマットは非対応です。

フォーマット TV　入力
（eARC）

TV　入力　
（ARC）

TV　入力　
（OPT）

LPCM 2ch　 ○ ○ ○

LPCM 5.1ch　 ○ ー ー

LPCM 7.1ch　 ○ ー ー

Dolby Digital　 ○ ○ ○
Dolby TrueHD ○ ー ー

Dolby Digital Plus　 ○ ○ ー
Dolby Atmos ○ ー ー
Dolby Atmos - Dolby TrueHD ○ ー ー
Dolby Atmos - Dolby Digital Plus ○ ○ ー
DTS ○ ○ ○

DTS-ES Discrete 6.1、
DTS-ES Matrix 6.1

○ ○ ○

DTS 96/24 ○ ○ ○
DTS-HD High Resolution Audio ○ ー ー
DTS-HD Master Audio ○ ー ー
DTS:X ○ ー ー
MPEG-2 AAC ○ ○ ○
MPEG-4 AAC ○ ○ ○
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BLUETOOTH無
線技術について
BLUETOOTH無線技術は、パソコンや
デジタルカメラなどのデジタル機器同
士で通信を行うための近距離無線技術
です。およそ10 m程度までの距離で
通信を行うことができます。必要に応
じて2つの機器をつなげて使うのが一
般的な使いかたですが、1つの機器に
同時に複数の機器をつなげて使うこと
もあります。
無線技術によってUSBのように機器同
士をケーブルでつなぐ必要はなく、ま
た、赤外線技術のように機器同士を向
かい合わせたりする必要もありませ
ん。例えば片方の機器をかばんやポ
ケットに入れて使うこともできます。
BLUETOOTH標準規格は世界中の数千
社の会社が賛同している世界標準規格
であり、世界中のさまざまなメーカー
の製品で採用されています。

BLUETOOTH機能の対応バージョ
ンとプロファイル
プロファイルとは、BLUETOOTH機器
の特性ごとに機能を標準化したもので
す。本機は下記のBLUETOOTHバー
ジョンとプロファイルに対応していま
す。
対応BLUETOOTHバージョン：
－BLUETOOTH標準規格Ver. 5.0
対応BLUETOOTHプロファイル：
－A2DP（Advanced Audio 

Distribution Profile）：高音質な音
楽コンテンツを送受信する。

－AVRCP（Audio Video Remote 
Control Profile）：再生、一時停
止、停止など、AV機器を操作す
る。

ご注意
 BLUETOOTH機能を使うには、相手側

BLUETOOTH機器が本機と同じプロファ
イルに対応している必要があります。ただ
し、同じプロファイルに対応していても、
BLUETOOTH機器の仕様により機能が異
なる場合があります。

 BLUETOOTH無線技術の特性により、送
信側での音楽／音声の再生に比べて、本機
側での再生がわずかに遅れます。

通信有効範囲
見通し距離で約30 m以内で使用して
ください。
以下の状況においては、通信有効範囲
が短くなることがあります。
－BLUETOOTH接続している機器の
間に、人体や金属、壁などの障害
物がある場合
－無線LANが構築されている場所
－電子レンジを使用中の周辺
－その他の電磁波が発生している場
所

他機器からの影響
BLUETOOTH機器と無線LAN
（IEEE802.11b/g/n）は同一周波数帯
（2.4 GHz）を使用するため、無線LAN
を搭載した他の機器の近辺で使用する
と、電波干渉が発生し、通信速度の低
下、雑音や接続不能の原因になる場合
があります。この場合、次の対策を
行ってください。
－本機とBLUETOOTH機器を接続す
るときは、他の無線LAN搭載機器
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から10 m以上離れたところで行
う。
－10 m以内で使用する場合は、無線

LANの電源を切る。

他機器への影響
BLUETOOTH機器が発生する電波は、
電子医療機器などの動作に影響を与え
る可能性があります。場合によっては
事故を発生させる原因になりますの
で、次の場所では本機および
BLUETOOTH機器の電源を切ってくだ
さい。
－病院内／電車内／航空機内／ガソ
リンスタンドなど引火性ガスの発
生する場所
－自動ドアや火災報知機の近く

ご注意
 本機は、BLUETOOTH無線技術を使用し
た通信時のセキュリティーとして、
BLUETOOTH標準規格に準拠したセキュ
リティー機能に対応しておりますが、設定
内容等によってセキュリティーが充分でな
い場合があります。BLUETOOTH無線通
信を行う際はご注意ください。

 BLUETOOTH技術を使用した通信時に情
報の漏洩が発生しましても、弊社としては
一切の責任を負いかねますので、あらかじ
めご了承ください。

 本機と接続するBLUETOOTH機器は、
Bluetooth SIGの定めるBLUETOOTH標準
規格に適合し、認証を取得している必要が
あります。ただし、BLUETOOTH標準規
格に適合していても、BLUETOOTH機器
の特性や仕様によっては、接続できない、
操作方法や表示・動作が異なるなどの現象
が発生する場合があります。

 本機と接続するBLUETOOTH機器や通信
環境、周囲の状況によっては、雑音が入っ

たり、音が途切れたりすることがありま
す。

電波法に基づく認証について
本機に内蔵された無線装置は、電波法
に基づく小電力データ通信システムの
無線設備として認証を受けています。
従って、本機を使用するときに無線局
の免許は必要ありません。
ただし、以下の事項を行うと法律に罰
せられることがあります。
 本機に内蔵の無線装置を分解／改造
すること

 本機に内蔵の無線装置に貼ってある
証明ラベルをはがすこと
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安全のために
下記の注意事項を守らないと火災・
感電により死亡や大けがの原因と
なります。
そ
の
他

内部に水や異物を入れない
本機の上に熱器具、花瓶など液
体が入ったものやローソクを置
かない
火災や感電の危険をさけるた
めに、本機を水のかかる場所
や湿気のある場所では使用し
ないでください。また、本機
の上に花瓶などの水の入ったものを置
かないでください。
本機の上に、例えば火のついたローソ
クのような、火炎源を置かないでくだ
さい。

 万一、水や異物が入ったときは、
すぐに本機の電源を切り、電源プ
ラグをコンセントから抜き、お買
い上げ店またはソニーサービス窓
口にご相談ください。

風通しの悪い所に置いたり、通
風孔をふさいだりしない
布をかけたり、毛足の長い
じゅうたんや布団の上または
本機を本箱や組み込み式キャ
ビネットのような通気が妨げ
られる狭いところに設置しないでくだ
さい。壁や家具に密接して置いて、通
風孔をふさぐなど、自然放熱の妨げに
なるようなことはしないでください。
過熱して火災や感電の原因となること
があります。

電源プラグは抜き差ししやすい
コンセントに接続する
本機は容易に手が届くような
電源コンセントに接続し、異
常が生じた場合は速やかにコ
ンセントから抜いてください。
通常、本機の電源スイッチを切っただ
けでは、完全に電源から切り離せませ
ん。

湿気やほこり、油煙、湯気の多
い場所や、直射日光のあたる場
所には置かない
上記のような場所に置くと、
火災や感電の原因となること
があります。特に風呂場など
では絶対に使用しないでくだ
さい。

キャビネットを開けたり、分解
や改造をしない
火災や感電、けがの原因とな
ることがあります。
 内部の点検や修理はお買
い上げ店またはソニー
サービス窓口にご依頼ください。

雷が鳴りだしたら、本体や電源
プラグに触れない
感電の原因となります。
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下記の注意事項を守らないと火災・
感電により死亡や大けがの原因と
なります。
本機を日本国外で使わない
交流100Vの電源でお使いくだ
さい。海外など、異なる電源
電圧の地域で使用すると、火
災・感電の原因となります。

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火
災や感電の原因となります。
•設置時、本機と壁や棚との間
にはさみ込んだりしない。

•電源コードを加工したり、傷つけた
りしない。

•重いものをのせたり、引っ張ったり
しない。

•熱器具に近づけない。加熱しない。
•移動させるときは、電源コードを抜
く。

•電源コードを抜くときは、必ずプラ
グを持って抜く。

 万一、電源コードが傷んだら、お
買い上げ店またはソニーサービス
窓口に交換をご依頼ください。
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下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の
家財に損害を与えたりすることがあります。
そ
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ぬれた手で電源プラグにさわら
ない
感電の原因となることがあ
ります。

大音量で長時間つづけて聞かな
い
耳を刺激するような大きな音
量で長時間つづけて聞くと、
聴力に悪い影響を与えること
があります。
 呼びかけられたら気がつくくらい
の音量で聞くことをおすすめしま
す。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いた所
などに置くと、本機が落下し
てけがの原因となることがあ
ります。また、置き場所、取
り付け場所の強度も充分に確認してく
ださい。

コード類は正しく配置する
電源コードや接続ケーブルは
足にひっかけると本機の落下
や転倒などにより、けがの原
因となることがあります。充
分に注意して接続、配置してくださ
い。

移動させるとき、長期間使わな
いときは、電源プラグを抜く
長期間使用しないときは
安全のため電源プラグを
コンセントから抜いてく
ださい。絶縁劣化、漏電
などにより火災の原因となることがあ
ります。

お手入れの際、電源プラグを抜
く
電源プラグを差し込んだ
ままお手入れをすると、
感電の原因となることが
あります。
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下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の
家財に損害を与えたりすることがあります。
設置上のご注意
本機の角でけがをしないようにお気を
つけください。

可燃ガスのエアゾールやスプ
レーを使用しない
清掃用や潤滑用などの可燃性
ガスを本機に使用すると、
モーターやスイッチの接点、
静電気などの火花、高温部品
が原因で引火し、爆発や火災が発生す
るおそれがあります。

病院などの医療機関内、医療用
電気機器の近くではワイヤレス
機能を使用しない
電波が影響を及ぼし、医療用
電気機器の誤動作による事故
の原因となるおそれがありま
す。

本製品を使用中に他の機器に電
波障害などが発生した場合は、
ワイヤレス機能を使用しない
電波が影響を及ぼし、誤動作
による事故の原因となるおそ
れがあります。

医療機器に近づけない
本製品（付属品を含む）は磁
石を使用しているため、ペー
スメーカー、水頭症治療用圧
可変式シャントなどの医療機
器に影響を与える恐れがあります。本
製品をこれらの医療機器をご使用の方
に近づけないでください。
これらの医療機器を使用されている場
合、本製品のご使用前に担当医師にご
相談ください。

インターネット接続に関するご
注意
本機をインターネットに接続する場合
は、ルーター（インターネットプロバ
イダーから提供されるルーター機能付
きADSLモデムや光回線終端装置、ま
たはWi-Fiアクセスポイントなど）を
使用して接続してください。ルーター
を使わずに接続すると、セキュリティ
上の問題を生じる可能性があります。
壁に付いているネットワーク回線用の
コンセント機器にルーター機能が付い
ているか不明な場合は、集合住宅の管
理者やインターネットプロバイダーに
ご確認ください。

バースピーカーについて
機銘板は底面に貼ってあります。
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電池についての安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱による大けがや失明を避けるため、
下記の注意事項を必ずお守りください。
そ
の
他

電池の液が漏れたときは
素手で液をさわらない
電池の液が目に入ったり、身
体や衣服につくと、失明やけ
が、皮膚の炎症の原因となる
ことがあります。液の化学変
化により、時間が経ってから症状が現
れることもあります。

必ず次の処理をする
 液が目に入ったときは、目
をこすらず、すぐに水道水
などのきれいな水で充分洗
い、ただちに医師の治療を
受けてください。

 液が身体や衣服についたときは、
すぐにきれいな水で充分洗い流し
てください。皮膚の炎症やけがの
症状があるときは、医師に相談し
てください。

電池は乳幼児の手の届かない所
に置く
電池は飲み込むと、窒息や胃
などへの障害の原因となるこ
とがあります。
 万一、飲み込んだときはた
だちに医師に相談してください。

電池を火の中に入れない、加
熱・分解・改造・充電しない、
水でぬらさない、火のそばや直
射日光のあたるところなど高温
の場所で使用・保管・放置しな
い
破裂したり、液が漏れたりし
て、けがややけどの原因とな
ることがあります。

指定以外の電池を使わない、新
しい電池と使用した電池または
種類の違う電池を混ぜて使わな
い
電池の性能の違いにより、破
裂したり、液が漏れたりして、
けがややけどの原因となるこ
とがあります。
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電池についての安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱による大けがや失明を避けるため、
下記の注意事項を必ずお守りください。
＋と－の向きを正しく入れる
＋と－を逆に入れると、
ショートして電池が発熱や破
裂をしたり、液が漏れたりし
て、けがややけどの原因とな
ることがあります。
 機器の表示に合わせて、正しく入
れてください。

使い切ったときや、長期間使用
しないときは、電池を取り出す
電池を入れたままにしておく
と、過放電により液が漏れ、
けがややけどの原因となるこ
とがあります。
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そ
の
他

使用上のご注意
 次のような場所には置かないでください。
－特殊な塗装、ワックス、油脂、溶剤な
どが塗られている床に本機を置くと、
床に変色、染みなどが残る場合があり
ます。

－チューナーやテレビ、ビデオデッキと
いっしょに使用するとき、雑音が入っ
たり、映像が乱れたりすることがあり
ます。このような場合は、本機をそれ
らの機器から離して設置してください。

－電子レンジや大きなスピーカーなど、
強力な磁気を発するものの近く。

 本機は、ハイパワーアンプを搭載していま
す。そのため、本機背面の通風孔をふさぐ
と、内部の温度が上昇し、故障の原因とな
ることがあります。通風孔を絶対にふさが
ないでください。

 使用中に本体の温度が上昇することがあり
ますが、故障ではありません。

 壁掛け時は、下から3 cm以上の高さに取
り付けてください。

 本機のスピーカーは、防磁型ではありませ
ん。本機の上や近くに磁気を利用したカー
ド類は置かないでください。

 本機の周りにテレビ以外の金属物を置かな
いでください。無線機能に影響が出る場合
があります。

付属の電源コードについて
付属の電源コードは本機専用です。他の電
気機器では使用できません。

お手入れについて
キャビネットは、中性洗剤を少し含ませた
柔らかい布でふいてください。
研磨パッド、クレンザー、アルコールやベ
ンジンなどの溶剤は使わないでください。

本機の使用上の注意事項
本機の使用周波数は2.4 GHz帯です。こ
の周波数帯では電子レンジ等の産業・
科学・医療用機器のほか、他の同種無
線局、工場の製造ライン等で使用され
る免許を要する移動体識別用構内無線
局、免許を要しない特定の小電力無線
局、アマチュア無線局等（以下「他の
無線局」と略す）が運用されています。
1. 本機を使用する前に、近くで「他の
無線局」が運用されていないことを
確認してください。

2. 万一、本機と「他の無線局」との間
に電波干渉が発生した場合には、速
やかに本機の使用場所を変えるか、
または機器の運用を停止（電波の発
射を停止）してください。

3. 不明な点その他お困りのことが起き
たときは、ソニーの相談窓口または
お買い上げ店までお問い合わせくだ
さい。ソニーの相談窓口について
は、本取扱説明書の裏表紙をご覧く
ださい。

この無線機器は
2.4 GHz帯を使用し
ます。変調方式と

してDS-SS変調方式およびOFDM変調
方式を採用し、与干渉距離は40 mで
す。

この無線機器は
2.4 GHz帯を使用し
ます。変調方式と
してFH4はFH-SS変

調方式を採用し、与干渉距離は40 mで
す。XX8はその他方式を採用し、与干
渉距離は80 mです。
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第三者が提供するサービスに関する
免責事項
本製品に搭載され、または本製品で利用可
能なネットワークサービス、コンテンツお
よびソフトウェア（オペレーションシステ
ム含む）には、各々の利用条件が適用され
ます。予告なく提供が中断・終了したり、
内容が変更されたり、ご利用に際して別途
の登録や料金の支払いが必要になる場合が
ありますので、ご了承ください。

アップデートに関する注意
本機は、無線LANでインターネットに接続
してご使用になる場合、ソフトウェアを自
動で最新にアップデート（更新）する機能
を有しています。
アップデートすることで、新しい機能が追
加されたり、より便利かつ安定してご使用
になることができます。
ソフトウェアを自動でアップデートさせた
くない場合は、スマートフォン／タブレッ
トにインストールしたSony | Music Center
を使って、本機能を無効にすることができ
ます。
ただし、本機能を無効にしても、安定して
ご使用いただくため等により、ソフトウェ
アを自動でアップデートすることがありま
す。
また、本機能を無効にしても、お客様の操
作で、システムソフトウェアをアップデー
トすることは可能です。
詳しくはヘルプガイドをご覧ください。

ソフトウエアアップデート中は、本機をご
使用いただけない場合があります。

IEEE 802.11a/b/g/n/ac準拠
（W52/W53/W56）
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商標とライセンス
について
本機はドルビーデジタル*、MPEG-2 AAC
（LC）デコーダー、およびDTS**デコーダー
を搭載しています。

* Dolby、ドルビー、Dolby Atmos及びダ
ブルD記号は Dolby Laboratories 
Licensing Corporation の登録商標です。
ドルビーラボラトリーズの実施権に基づ
き製造されています。非公開機密著作物。
著作権 2012-2022 年 ドルビーラボラト
リーズ。不許 複製。

** DTSの特許については、http://
patents.dts.comをご覧ください。
本製品はDTS社からの実施権に基づき製
造されています。DTS、DTS:X、および
DTS:Xロゴは、米国および他の国々で登
録されたDTS 社の登録商標または商標で
す。
© 2022 DTS, Inc. 版権所有

BLUETOOTH®ワードマークおよびロゴ は、
Bluetooth SIG, Inc.が所有する登録商標であ
り、ソニーグループ株式会社及びその子会
社はこれらのマークをライセンスに基づい
て使用しています。

HDMI®、High-Definition　Multimedia 
Interface、およびHDMIロゴは、米国およ
びその他の国におけるHDMI Licensing 
Administrator, Inc. の商標または登録商標
です。

Google、Google Play、Google Home、
Chromecast built-in、およびその他の関連
するマークやロゴは、Google LLCの商標で
す。

Apple、AirPlay、iPad、iPhoneおよび 
iPod touch は、米国および他の国々で登録
されたApple Inc.の商標です。「iPhone」の
商標は、アイホン株式会社からライセンス
を受け使用しています。

「Works with Apple」バッジは、アクセサ
リが本バッジに記載されたテクノロジー専
用に対応し、アップルが定める性能基準を
満たしていることを示します。

“ブラビアリンク” および “BRAVIA Link” ロ
ゴは、ソニー株式会社の登録商標です。

ウォークマン®、WALKMAN®、
WALKMAN®ロゴは、ソニー株式会社の登録
商標です。

“PlayStation”は株式会社ソニー・インタラ
クティブエンタテインメントの登録商標ま
たは商標です。

本機はFraunhofer IISおよびThomsonの
MPEG Layer-3オーディオコーディング技術
と特許に基づく許諾製品です。

Windows Mediaは米国および／またはそ
の他の国におけるMicrosoft Corporationの
登録商標または商標です。
本製品にはMicrosoftの知的財産権の対象で
ある技術が含まれています。Microsoftから
使用許諾を得ることなく、この技術を本製
品以外で使用または頒布することは禁じら
れています。

Wi-Fi®、Wi-Fi Protected Access®および
Wi-Fi Alliance®は、Wi-Fi Allianceの登録商
標です。
Wi-Fi CERTIFIED™、WPA™、および、
WPA2™は、Wi-Fi Allianceの商標です。
69

http://patents.dts.com
http://patents.dts.com


LDAC™およびLDACロゴは、ソニー株式会
社の商標です。

LDACは、ソニーが開発したハイレゾ音源を
Bluetooth経由でも伝送可能とする音声圧
縮技術です。
SBC等の既存Bluetooth向け圧縮技術とは異
なり、ハイレゾ音源を低い周波数・低い
ビット数へダウンコンバートすることなく
処理します*。また極めて効率的な符号化や
パケット配分の最適化を施すことで、従来
技術比約3倍**のデータ量の送信を可能と
し、これまでにない高音質のBluetooth無
線伝送を実現しています。
* DSDフォーマットは除く。
** 990kbps（96/48kHz）または909kbps
（88.2/44.1kHz）のビットレートを選択
した場合のSBC（Subband Coding）と
の比較。

本機には、GNU General Public License
（“GPL”）または GNU Lesser General 
Public License（“LGPL”）の適用を受ける
ソフトウエアが含まれております。このた
め、お客様には GPL/LGPL の条件に従って、
これらのソフトウエアのソースコードの入
手、改変、再配布の権利があることをお知
らせいたします。
GPL または LGPL、その他、本機に含まれ
るソフトウエアのライセンスについて詳し
くは、本機の ［設定する］ →［詳細設定］
→［本体設定］→［ソフトウェアライセン
ス］をご覧ください。

GPL/LGPL 等に基づき、ソニーがソース
コードを提供すべきソフトウェアのソース
コードは以下のサイトからダウンロードで
きます。
DVD-ROM等の有体媒体に記録されたソー
スコードをご希望の方は、同じく以下のサ
イトのフォームからお申込み下さい。ソー
スコードの提供は本製品の最終出荷日から3

年以内にご要望を頂いた場合に限らせて頂
きます。
https://oss.sony.net/Products/Linux/
なお、ソースコードの中身についてのお問
い合わせは御遠慮ください。　

“TRILUMINOS” および“TRILUMINOS” ロゴ
は、ソニー株式会社の登録商標です。

Spotifyのソフトウェアには下記のサード
パーティライセンスが適用されます。
https://www.spotify.com/connect/third-
party-licenses。
SpotifyおよびSpotifyロゴはSpotifyグルー
プの商標です。

その他、本書に記載されているシステム名、
製品名は、一般に各開発メーカーの登録商
標あるいは商標です。
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そ
の
他

保証書とアフター
サービス
本機は日本国内専用です。電源電圧や
映像方式の異なる海外ではお使いにな
れません。

 この製品には保証書が添付されてい
ますので、お買い上げの際にお買い
上げ店でお受け取りください。

 所定事項の記入および記載内容をお
確かめのうえ、大切に保存してくだ
さい。

 保証期間は、お買い上げ日より1年
間です。

調子が悪いときはまずチェック
「故障かな？と思ったら」の項を参考
にして、故障かどうかを点検してくだ
さい。

それでも具合の悪いときはソニーの相
談窓口へ
ソニーの相談窓口（裏表紙）へご相談
になるときは、次のことをお知らせく
ださい。
 型名
 つないでいるテレビやその他の機器
のメーカーと型名

 故障の状態：できるだけ詳しく
 購入年月日：

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させ
ていただきます。詳しくは保証書をご
覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合
は、ご要望により有料修理させていた
だきます。

部品の保有期間について
当社ではステレオの補修用性能部品
（製品の機能を維持するために必要な
部品）を製造打ち切り後8年間保有し
ています。ただし、故障の状況その他
の事情により、修理に代えて製品交換
をする場合がありますのでご了承くだ
さい。

部品の交換について
この製品は、修理の際に交換した部品
を再生、再利用する場合があります。
その際、交換した部品は回収させてい
ただきます。

保証書

アフターサービス
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